
ＴＪＡＴ活動報告書 

                  報告者  飛田 秀明         

 

大会名 平成 28 年度富山県高等学校総合体育大会 

第 65 回県柔道選手権大会 

日 時 平成 28 年 6 月 4 日、5 日 

会 場 アルビス小杉総合体育センター 

対 象 大会における救護係 

参加者名 6/4 飛田秀明  中川佳親 

6//5 中川佳親  竹 秀樹 

 

活動内容 

 

6/4 団体戦競技が行われ負傷者が２名 

1）右膝の捻挫（軽度） 処置内容としてはアイシングのみ 

2）爪の損傷      テーピング固定 

 

6/5 個人競技が行われ負傷者６名 

1） 高岡工芸 鼻血処置（綿詰め） 

2） 砺波高  右趾損傷 止血処置 

3） 砺波高  右膝捻挫 固定包帯後医科での受診指導 

4） 富山工業 爪の損傷 テーピング固定 

5） 鼻血処置（綿詰め） 

6） 右肋骨打撲 テーピング固定 

以上 

今回は負傷者少数にて終了できました。年々参加選手の減少が目立ち競技人口

の確保が難しくなっているのでしょうか。 

救護活動も２名の派遣で充分と思いました。 



  


